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資 料

東 方 （大 東 亜）産 の 麹 類　（IV）
山 崎 百 治

1　 緒

1，住　　民

L 　上古時代

第 4編 満 洲 産 麹 類

言
、

　1， 満洲民族 ・蒙古民 族 ・中国 民族

　（1） 古 来満 洲 に 活 躍 した 民族 は，満洲民族 ・蒙古民

族 ・中国民族 で あ る，就中，最も重要な もの は 満洲民

族で ， 粛慎 ・掴婁 ・扶畭 ・高勾麗 等 と縁 が近 く，総括

して 通 古斯族 （ツ ン グース ） と も云 わ れ る．

　（2＞ 蒙古民 族 は東胡 ・鮮 卑
・鳥桓 ・契丹等の 名で ，

満洲の 西部 ・東部蒙古方面に 現われ て い た．

　（3｝ 中国民族 は 中国本土の 河北 ・山東方面か ら，満

洲南部に 移住 した，

　｛4） 以 上 を図 表 す る と次の如くに な る．
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2．諸 族 の 興 亡

　［1） 粛慎は 陥 々3，000年前 か ら約 1，
000年間 ， 吉林省

牡丹江を中心 と して 満 洲 の東 北一
帯 に，拡が つ て い た，

掲婁は前者 と同じ系統 の種族 で，同 じ地方 に 住 ん で い

た が，皮那史 に は 約 2，  年前頃に 現 われ た．両者は

多 く石 器 を使 用 し，狩猟を営 み ， 其 の 獲物を 中国民 族

と交易し，時 と して 南方文化地域に 侵 入 した．後 ， 彼

等は 勿吉
・靺 鞨

・女直 ・女真等と呼ばれ ， 満洲住民 の

主 流 を な す の で あ る．

　（2） 扶餘は 元 来，中国 の 北方に い た 舶種族 の 後 で あ

る と云 わ れ る．2 ，200〜2
，300年前に ， 吉林省 の 西部農

安 県 （長 春 の 北）附近 の 肥 沃 な 平 地に 土 着 し て 農業 を

営 み ，中国 と交通 貿易 し なが ら， 国を造つ て 第 5世紀

頃まで 存続 した．彼等は 粛慎 ・廻婁 ・高勾麗 に 文化的

影 響 を与 え た．

　〔3｝ 高勾麗 は 扶餘の 分家 で あ る．西紀前3フ年に ， 鴨

緑江の 上流 に 高勾麗 国を立て たが ，次第 に 強大とな り，

第 4世紀 の 中葉 に は平壤 に 都 し， 其 の版図は 北鮮 と満

洲 の 大部分 を併せ た大国 とな り，盛 に 中国南北 朝時代

の 文化を輸入 して ， 学術 ・仏教 ・芸術等 を発 達 せ しめ

た，然 し，西紀668年 に 唐の高宗 に 滅ぼ され た，

　  　渤海 は 担婁 の 後 とい わ れ る靺 鞨 族の 国で あ る．

西紀 713年 に 唐 の 玄宗か ら渤海郡 王 に 封ぜ られて ， 渤

海 国 と称 し，後，其 の 領域 は 満 洲 ・沿海州 ・朝鮮の
一

部 に 亘 る大地域 とな つ た，唐 の 文物の 流 入 に よつ て，

満洲空前 の 文化世界を現出した．

　3．考　察

　〔1）「嚼米為酒」（『天下一統志』89巻 ・女直風俗 ）とあ

る程 で ある か ら，彼等 と 関係の 深 い 粛慎 ・掲婁
・
勿吉・

靺 鞨 ・女真 等に は，麹類利用 の 酒類 は無 か つ たの で は

あ る ま い カ・　？あ つ た に して も，極 く一部 で 造 られ tstc

過 ぎない で あ ろ う．

　  「祭天国中大会連 日飲食歌 」 （『三 国志』巻30 ・
扶

畭）とあ つ て ， 大量造酒 が 推定 され るか ら，麹類 を使

用 した もの で あ ろ う．中国文化を輸入 した 高勾麗 ・渤

海 国等 に あ つ て は ， 中国式造酒法 を採 用 した もの と思

わ れ る．

　（3） 満 洲 南 部に 移住 した 中国民族 に 至つ て は ， 彼等

固有 の 造 酒 法 を踏 襲 した に 違 い な い．

　（4｝ 要す るに ， 上古時代 に於 て，地域に より，種族 ・

民族 に よ り濃淡あ る に し て も，麹類 を 利用 す る中国式

造酒法が ， 満洲で 行 な われ た とす べ きで あ ろ う．然 し ，

蒙古民族 は ， 今 日に 於 て も獣乳原料 の 酒類 を持つ て い

る に 過 ぎな い か ら ， 当時 に 於 て も同様 で あつ た ろ う．

　　 2． 中古 時代

　 L　 遼 （契丹）

　（1） 契 丹族 は 蒙古 民族 と満洲民族 の 混 血 し た も の

で ，篆古 系 を 多分 に 持 つ た 種族 で あ つ たが ，西td　916

年 に 契丹国を称 した，其 の領域 は東は吉林 。
西 は 中部

蒙吉 ・
南 は 北京 ・北は 西比利亜 の 南境 に 逮 し た．

　   　 遼 の 聖宗時代 に は ， 其の 領域 が 東 は 日 本海
・
西

は 天山附近 ・南は 河北及び 山西 の 北部 ・北 は 蒙古 の 中
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部 に 達 し ， 朝貢国は高 麗 ・回絶 ・吐蕃等 の 60余国に 達

した．

　 2．金

　 〔1＞ 金の 太祖 は 女真 の 部落長 と して 威勢 を 張つ て い

たが ，1114年 に 寧 江 州 （哈爾賓 の 西南）に於て遼軍 を

破 り， 翌年大金 と称 した．

　 （2） 金 は宋 を 江 南 に逐 つ て北中国を占め，廸 古 乃 の

如 き は 都 を會 寧 （吉林）よ り燕京 （北京）に 遷 し， 中

国の 統
一

を計 らん とさえ した が ，
1234年 に 蒙古 に 滅 ぼ

された．

　 3・ 元

　（1） 中国 の塞外に は 満洲 民 族 ・蒙古民族 ・
土耳古民

族が あつ たが，其の 中の 叢古民族 は 遼 ・金に 次 い で 中

国本土 に 侵入 し，塞外民族 が成就 し癰 力・つ た沖 国

統 一を成 し遂げ，終 に 亜欧 に 跨 る大帝国を建設した．

　（2） 成吉思汗 の西 征当時，満洲 の 北 部と東蒙古 と は

彼 の 弟 に領せ られて い た が，南満 洲 に は耶律留哥と蒲

鮮萬奴 とが い た．前者は 契丹人で 開原 に 都 して い たが ，

後 ， 太祖 に降 り， 萬奴 も太宗の 時 に 篆古 に降 つ た．世

祖の時に は 満 洲
一

帯 が 元 朝の 直轄 とな つ た．

　4 ．満難中古時代の 文化

　（1） 満裳両民族 は 元来素朴未開 な遊牧民 族 で あ る

が ， 遼 ・金 ・元 と政治的に 発展 して ， 中国或 は西域 の

文化 に 接 し ， 或 る程度の 発達をな した．然し ， 清朝 の

如 く中国民族に 同化 さ れ る 様 な こ と は無か つ た．

　（2） 業古の 興 起 に よ り東西 の交通が 盛ん とな り，西

域の 天文 ・地理其の 他の 学術が元朝に 伝つ た．然 し，

満業へ の 影響は まだ 無 か つ た，

　5・考　察

　（1） 満蒙両民族が 中国 ・西域 に 多 くの 交渉を持つ に

至つ た に して も，訣地 域 の 住民が多数に 移住 して 来 た

訳で は なく， 日常生活に 対す る影響は 多 くなかつ た，

　  　従 つ て ， 満蒙地 域 に 於け る 造酒業 に対す る影響
は，上古時代に 一

歩進めた程度に 過 ぎなかつ たで あ ろ

う．

　　 3・近古時代

　1・ 明朝と満蒙

　（D　明の 太祖 は 金 陵 （南京） に 於て 帝位 に 即 き北 伐

を行 な つ た．元 の 順帝 は燕京を捨 て て 開 平 （東蒙古）

に逃 げ，更に 應昌 （熱河 省） に 走っ た．

　（2｝ 韃 担 は元 の 餘衆 で ， 瓦刺 は 蒙古 の
…部 で あ つ た，

彼 等 は 塞外に あつ て 強大 な時 に は 明 の 北境 を犯 し，屡

々 交戦 した．

　  　南満洲は 古来 の 遼 東 で ， 明の 直轄地で あ つ た，

料

明は 遼陽に 遼東都指揮使 司 を 置 き ， 民政 ・軍政 を統 轄

させ ， 辺 牆 を設けた．此辺牆以外は 明の 所謂羅縻地 方

で ， 数多の 女 真 諸 部 が 独立割拠 して い た．女直は 明人

が 満 洲人を呼ん だ 名称で あつ て．後に 建州女真 ・海西

女真
・
野人女真の三 部に 分れた，後に 清朝を興 した の

は 建州女真 で あ る．

　（4｝ 明朝 の 衰微 に乗 じ女真諸部は次第に 其の 覊縻を

脱 し ， 独立の 勢 を示 した が，建州女輿 に 努 爾 恰 赤 （ヌ

ル ハ チ ）が 出で ， 満洲か ら 明の 勢力を一掃 した．

　 2・ 明勢力の 関内退 去と清 の 統一

　（1＞ 清 の 太祖 は撫順 ・瀋陽 ・遼 陽 を攻 略 して ， 都を

藩 陽 城 に遷 した （西 紀1625年）．更 に 山海関 を越 え て

明 を征討せ んと欲 し，先 づ 遼西 の 攻略 に 着手 した が，
志 を 果 さず して 歿 しt ．

　〔2｝ 二 代op太 宗 は後顧 の憂を断 つ ため に ， 朝鮮 を征

服 して朝貢国とな し，次 い で 大軍 を率 い て 遼西に 進出
し，更 に 直隷 ・山東 の 80余城 を 降 し， 北京を孤立せ し

め た．斯 くて 関外 の 満洲
一

帯 は 清の 統一に帰 し ， 明 の

勢力は関内に止 まつ た．

　（3） 三 代の 世祖 は，明将呉三 桂 を 助 けて 逆賊李自晟
を討 つ と云 う美名の 下 に ， 容易 に北中国を占領 して，

都を瀋陽か ら北 京に 遷 し，長 久 に 天 下 に 君 臨 す る 旨を

布告 した （1644年），

　3・考　察

　（1） 明が 遼東地方を統轄 した或 る期間を除い て は，

満洲一
帯 は土著種族の 活躍 に委せ られ た．遼東 は上 古

以来中国民族 の 植民地で あ つ た か ら，大 した 変化 は 無

か つ た で あ ろ う．

　（2） 土著種族 が 如何 に 跋ms　・跳 梁 せ し も， 住民の 日

常生活 は簡単 に 変 る もの で な く，中国 式造酒法が 特に

普及 した とは 思われ な い，

　　4・ 近世時代

　L 　清朝前期 （太祖一高祖 ・約 180年間）

　（1） 明朝は 遼東の 中国民族 を 保護す る為 に辺牆を築

い た が，清朝は 其の 発祥地 に中国人 ・蒙古入 の 侵 入 を

防 ぐた め に ，柳条辺 牆 を造 つ た，

　（2） 清初，北京遷都と共 に 満洲旗人等 は 中国本土 に

移 庄 し，夊 在 満 の 中国人 は 清初満洲 の 動 乱 を避 け て ，

不 土 に 帰還 した もの が多く，一時都 市は さび れ ， 耕地

の 荒廃が 甚 しか つ た．

　（3） 清朝 は 順治 年 間 に ，遼 東 招 民 開 墾 令 を 発布 し て ，

中国人 の 満洲 移庄を奨 励 した、移住者は 其の 地 の 役所

に 入 籍を願 い 出で ， 其 の保 護 を受け る代 りに 丁銀 を納

め た ，然 し流 民 の 密移入 者 も漸増す る有様で ，清朝発
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祥の 地が中国民族 に 占領 さ る る恐れ を生 じた．取締を

厳重 に した が 其の 効 は挙が らなか つ た．

　2． 清朝後期 （仁宗以後）

　（1） 中国民族の 満 洲移入 は ， 乾 隆末期〜
嘉慶に 年々

甚だ しく増加 し，度 々 の 禁令も殆ん ど効果が 無か つ た．

嘉慶以後 は 内外ともに 多事で ， 各関 口 の 取締 も弛 ん だ

の で ， 移注者 は頓 に 増加 した．

　 （2） 露国の 圧 迫に 対 し， 「招民実辺」に よ り数 の 力で

対抗せ んとしたが，宮僚 の 間に 意見の 対立が あつ て ，

方針が
一

定 しなかつ た．夫れに も拘らず ， 実際に 中国

人 の 移庄者 は年とと もに 増加 し， 奉天省 ・吉林省
・黒

竜 江省に は 田 園が 開拓 され，多くの 都 市 ・村落が 形 成

された．夫れ等移民 の 中堅 は ， 山東
・
河北の農民 で あ

つ た，

　（3） 要す る に ， 清朝の 抑制 ・禦止 等に も拘 らず，

中国本土特に 由東
・
河北の 農民 は続 々 満洲全土 に移 注

し， 満洲民族 は著 し く影 が淡 くな つ た．彼等移民と共

に ， 山東 ・河北の 造酒法 が移植 され た こ とは 当然 で あ

ろ う．

　　5．摘要 ・考察

　L 　粛慎 ・捐婁 ・扶 餘 ・高 勾麗 ・勿吉・靺 鞨 ・女直・

女真
・
渤海等 の満洲諸民族 と中国との関係は，時代 ・

地域 に よつ て 濃淡が あつ た，濃い 処 で は中国 式 造 酒

法 ・淡 い 処 で は 口 嚼酒 法 な どが行 わ れ た で あ ろ う．而

して，蒙古 民族 は固有 の乳 酒 を造 つ た で あ ろ う，

　2． 遼 ・金 を経て，元が 欧 亜 に跨 る大帝国を建設 し

た が，三 国 を通 じて，滴 洲 諸 民 族 の 生 活 に 対す る影響

は多くな か つ た．造酒事業 の 如 き，前時代よ りも一歩

進ん だ 程度で あつ た ろ う．

　3． 明代 を経て 清代 に な る と ， 中国民族 の 満 洲 移

民 ・流入が多くなり， 禦令などは 効果が無かつ た．特

に 後 年 に は，移住 を奨励す る傾 向 さえ あ つ た の で ， 山

東 ・河 北 の農民が 続 々 満 洲全土 に 移庄 し， 満洲民族 の

影 は 著 し く淡 くなつ た，従 つ て，満洲 全土 は中国特 に

北申国の 造酒法に よ つ て ， 風藤 さ る るに 至つ た．

　 1．現　住　民

　　1・現住民と 麹類

　 L 　第二 次大戦前 ， 満洲に 於 け る諸民族 と彼 等 の 使

用麹類は ， 次 の 如 くで あつ た．

　（1） 中国民族　中国固有 の餅麹類 で，黄酒用 麹 子 と

高 粱 酒用鈿子とを持つ て い た，

　  　満洲民族　中国 民族 と 同様で あ つ た ろ う．

料 （227）

　（3） 日本民族　日本固有 の 撒麹の 中，清酒用麹を多

量に 使用 して い た．近来 ， 焼酒 用 麹 ・黒 麹等 を使用 す

る もの が増加 の 傾向に あつ た，

　〔4） 朝鮮民族　彼等固有の 紬子特に粗麹を極 く小規

模 ic造つ て い た ら しい ．中 国民 族 の 皴 子類 を代 用 す る

もの もあつ た，

　2．満洲民族特有の麹類は無 く， 其の 製麹法は上古

に 中国か ら伝 え られ た か ， 移住i中国民族が満洲 で其の

方法 を実施 し たか で あ る，夫れ は餅麹類に 属す る麪子

類 で ， 酒薬類 は無 い．日本朝鮮両民 族 に 属す る もの は

既 述 したか ら， 茲 に 繰 り返 さ な い ．

　　2・餅　麹 　類

　L 　餅麹類 を広義に 釈解すれ ば，麹 子類
・
酒薬類 ・

神麹類を包括 し， 狭義 とす れ ば麪 子 類 の み を意 味す る．

後 の意 味 の 餅麹類 が 太古 に 中国民族に よつ て 発明され

た こ と は ， 既 に 詳 しく述べ た （『論攷』参照）．其 の 餅麹

類 は 古来よ り久 し く，黄酒用 と して 使 用 され た が，焼

酒製法 が伝来す る に 至つ て ，所調高粱酒用 に も利用さ

る るに 至つ た．

　2・満 洲 に 於 て も，始 め は 黄酒用として ，伝来し た

もの に 違 い な い．夫れが 高 槊酒製 造 に も， 利用 さ る る

に 至 つ た もの で，多分明代 の こ とで あ ろ う．明朝 が，

遼 陽 に 役所を 置い て ， 遼東 を統 治した頃 に ， 同地 に 高

禦酒製造法が 中国本土 か ら移植 され て，今日に 至つ た

もの で は あ る まい か と思 う．遼 陽は 現在詼酒 の 本場 と

な つ て い る．

　3． 遼陽が有名に な つ た の は ， 原料 の豊冨廉価 ’抜

術の優秀 ・大量生産其 の 他の 事情が，梱俟 つ て の こ と

で あろ うが ， 高槊酒 が寒地 の 飲料と して ， 好適 で あ る

こ と も見逃 せ まい．諛酒の 製造 が盛ん と な り， 他地方

に 勃興す るに 及び，黄酒類 の製造 は衰 え て い つ た で あ

ろ う．是は 必然的 に
， 紬子類製造の 消長に も関係す る

こ とは，云 うまで もな い ．

　　3・ 研 究試料 の 麹類

　L 　満洲に 於 て ， 最 も重要 な 麹類 は，高粱酒用 鋤子

類で あ る．昭和 7〜 8年 、 当時 の 奉天省公 署
・実業庁

長徐紹卿氏の 尽力 に よ り，多数 の 詼錨子類を 蒐集す る

を 得て ， 研究試料とし た．其 の 際，製 造 方法其 の 他 に

関す る調査資料 も贈 られ た．茲 に ，徐氏 に 対 し，深 甚

な る感謝の 意を表す る．

　2・ 研究試料 の 番号 ・産地等は，第 4 ．1 表の 如くで

あ る，
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第 4 ・1表　満洲 産 高粱酒用数子類 の 番 号 ・名称 ・産 地 ・焼 鍋名
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　 皿．概　　括

　1 ・満洲 に は 上 古以 来，満洲 諸民族 （外 に 篆右民族

の
一

部）が住んで 居た が，其 の 固有酒 は 口 嚼酒の 如き

原始的なもの で ， 麹利用 の 酒 は 中国か ら伝承 した もの

に 相違な い ，従つ て ，詼諸民族間 に 於 け る申国酒普及

の 程度は ， 中国民族 との接触 の 濃淡 に よ るもの と解せ
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られ る．古 くか ら， 中国移民 の 多かつ た遼東地方 な ど

は其 の最 た る もの で あ つ た ろ う，

　2、遼 ・金 ・元 ・明の 各代 を通 じて ，満洲 に 於け る

中国酒 の 普及 は著 し く無か つ た，清代後期に 至つ て ，

山東 ・河 北の 農 民 が 続 々 移 佐 した の で ，満洲諸民族 の

影は 淡 く， 中国民族 に 同化 ・吸収 さ る る様に な り，北

中国の 造酒法が至 る処 ｛t 行な わ る るに 至つ r；，

　3 ．現在，満洲 に 於て は中国民族 ・日本民族 ・朝鮮

民族が夫れ夫れ 固有 の 麹類 を造つ て い るが，其の 中で

最 も重要なもの は ， 餅麹類に属す る高禦酒用紬子類 で

あ る．本編 に 於 て は，是に重 点 を 置い た，

皿　 黄酒用麹子類

　 1　 まえが き

　1・満 洲 icは独 自の 文化 は 少 く， 大部分の 交化 は 中

国本土 か ら移植され た もの で あ る こ とは ， 緒言に 於 て

明 らか ic し た，麹類
・酒類等 に 於 て も同様 で ある．

　2・現在 ， 満洲の 主要都市 に於け る主 な る黄酒製造

家 は ， 山東省出身者が大部分 で ， 移植の 事実を物語 つ

て い る．

　」【　黄酒用麹子類 の 製造 法

　L 　関東州金州に 於け る調査 （大 正 12年）．

　1・小麦掴砕粒 1升 に 水 1斤 を加 え，捏和して捏塊

を造 る．

　2．是を方形の 模子 に入 れ ， 表裏両面を足 に て強く

踏 み 固め，麹胚を造 る．

　3・麹胚 を ， 土間に 敷け る麦藁上 に 置き， 麦藁に て

覆 う．

　（1） 第 3 日迄 は 毎 日 1回 ， 其 の 後第 7 日迄 は毎 日 2

回翻 転 し ， 夫 れ よ り以後は 事憐 に応 じて 適当の 処 理 を

施す，

　（2） 充分乾燥 した 「餅麹」即 ち 「麹子」 を 造 る に

は ， 約 1 ヵ月を要す．

　2 ，製造の 過去 ・
現在

　L 　調 査当 時，金 州 に 於 て は造 られ て い なか つ た ．

前記の 調査 は 同地在住の 岩間徳也先生の手記 に拠 つ た

もの で あ る．相当古 くか ら廃 せ られ t らし く，其の 原

因は 「操作困難で失敗が 多い 」 と云 うに あつ た．滴 洲

全土 に 於て も， 金州同様で あ つ t：もの と看做され る．

　2・ 従つ て ， 満洲 で 需要さ る る 紬子の 全部は， 山東

省か らの 移入 に 俟つ たの で あつ た．満洲建国後 は ス ト

ッ ク ・輸入 品 ・密輸入品等で 間に 合わせ ， 現在は高禦

酒用錨子を使用 した り，自製 を試 み た り，日本撒麹 に

手を出 した り して ， 其の場其 の場を糊塗 して い る らし

い ．　　　　　　　　　　　　 （以 下次号）
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辻 阪好夫 氏工 学博士 の学位を受 く

　大 阪 市立 工 業 研 究所第 4 課勤務辻阪好夫 氏 は 予 て 阪

大 工 学 部 に 学位請求諭文 を 提出申の 処 ， 昨 年 12月 1日

數 授 会 を 通 過 し 2 月 2 日学位 記 を 授与 さ れ た．

　主論文一 糸 状菌 の ア ミ ラ ーゼ 系に 関す る 研究

　 因 に 同 氏 は 昭 和 26年 3 月阪大工 学部醸酵工 学科 を 卒

業 し，同 年 4 月か ら現 職 に 就か れ 現 在 同所研 究 主 任 で

あ る．

大 阪 大 学 工 学 博 士

3 月 23 日下記 3 氏 は 首題 の 学位 を 授 与 され t：．

　森本輝 彦氏

　論 文一 米 麹 の 生 理 と水解 酵 素系 に 関す る研 究

　同 氏 は 昭 和30年 阪大工 学部 醸酵工 学科 を 卒業の 上 ，

同32年同学大 学 院 工 学研 究 科 修 了 （修 士）博士 過程 に

進 学 し，36年 3月修 了 し本 月か ら森 永 製菓 株 式会 社 に

就職 さ る，

　黒 田彰夫氏

　論文
一

黒徽 の 遺伝学的研究

　 同 氏 は 昭 和 30年 阪大 工 学 部 醸 酵 工 学 科 を卒 業 の 上 ，

前 記 森 本 氏 と同一コ ース に 進 み 本月か ら ヤ ク ル ト株式

会社宝 塚 工場 に 勤務 さ る．

　金野範之氏

　論 文
一 工 業 微 生 物 の 対 酸 素 親 和 性 な らび に 酸 素適

　 　 　 　 　応 に 関 す る 研 究

　同氏 は 昭 和30年 東 北大学 農 学部 農 芸 化 学科 を 卒業 の

上，阪大大 学院 研 究 科 を修 了 （修 士）の 上 博 士 過程 に

進学 し36年 3 月 修 了 し引続 き職員 と して 研 究 室 に 残 る

予定．
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